
令和７年度
若い世代からの
ジェンダー平等
推進事業

・１０月１１日（土）１３：３０～１５：３０
・テーマ 「性の多様性について」
・講師： 橋本 竜二 さん

（にじいろBiwako代表）



「性の多様性について～どんな社会にしていきたいか
～」のテーマで橋本さんにご講義いただきました。参加者
さんが、橋本さんに聞きたいことを出し、それをもとにご講
義をすすめていきました。誰もが自分らしく生きていける社
会について、一人ひとりができること考えました。

「性の多様性について」

第５回



この場の約束

① 今日の話は持ち出さない、一方的に話さない。

② 言いっぱなし、聞きっぱなし（反論をしない）

「性の多様性について～どんな社会にしていきたいか～」
講師：橋本 竜二さん （にじいろBiwako代表）

事前に「話したい人」と「聞きたい人」にグループ分けをして、

講師からのジェンダーやセクシュアリティに関する問いに対して、

グループで話し合い、認識を深める場になっていました。

講師からは「この場にも当事者がいる前提で」と話があり、

あらためて、はっとさせられました。（G-NETしが職員）



なぜにじいろBiwakoを立ち上げたのか

滋賀県にLGBTQ＋をメインに取り組むNPO法人がなかった

“一番乗り“したかった！という想いも強かった(笑)

LGBTQ＋ の人、その周囲の人が集まれる居場所をつくりたい！

★ にじびわべーす

ホームページをチェック→→

G-NETしがで開催中

参加費無料、予約も不要

個別相談もおこなっています



当日の講義を受けて（G-NET職員より）

その日出た話を持ち出さないという約束は、
その場にいるだろう当事者の人を守るものだと思った。

同性結婚を求めておられる背景には、さまざまな法的な
保障が受けられない現状があることを再確認した。

自分の職場、家庭や地域、身近なものとして捉えていく必
要があると感じた。

当日の参加者さんの感想を出せないのが悔しい…
それぐらい前向きに今後の社会を考える場だった。


